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得 点

　／18

問1 1978年に、日本と中国との間で結ばれた条約は何ですか。
1. 日韓基本条約 2. 日米安全保障条約 3. サンフランシスコ平和条約 4. 日中平和友好条約

問2 日中戦争が長引くなかで、当時の日本がおこなったこととして正しいものはどれですか。
1. 戦争をすぐにやめて、平和な国づく
りを進めた

2. ドイツやイタリアと同盟を結んだ 3. アメリカと協力して中国を助けた 4. ヨーロッパの国々との貿易をさかん
にした

問3 各地でつくられた憲法案の一つである「五日市憲法」は、だれがまとめたものですか。
1. 明治政府の役人 2. 外国から招かれた学者 3. 地域の自由民権派の青年 4. 天皇を中心とする貴族

問4 大隈重信が中心となって結成された政治団体（政党）の名前は何ですか。
1. 興亜会 2. 立憲改進党 3. 立憲政友会 4. 自由党

問5 明治時代、各地でつくられた憲法案のうち、地域の自由民権派の青年たちがまとめ、基本的人権について触れられていたものはどれですか。
1. 五日市憲法 2. 十七条の憲法 3. 日本国憲法 4. 大日本帝国憲法

問6 日本と中国の間で「日中平和友好条約」が結ばれたのは、西暦何年ですか。
1. 1951年 2. 1978年 3. 1972年 4. 1965年

問7 日中戦争の際、日本軍が南京を占領したときにおきた、多くの中国人が殺された事件を何といいますか。
1. 満州事変 2. ナンキン事件 3. 五・一五事件 4. 二・二六事件

問8 高度経済成長の時期に、人や物を速く運ぶために日本で新しく整備されたものはどれですか。
1. 飛行船や人力車 2. 蒸気機関車や馬車 3. 参勤交代のための街道 4. 東海道新幹線や高速道路

問9 人間の平等などを説く『学問のすゝめ』という本を書き、多くの人々に読まれた人物はだれですか。
1. 板垣退助 2. 木戸孝允 3. 大久保利通 4. 福沢諭吉

問10 1873年に明治政府が出した、20才になった男子に兵役（兵隊になること）の義務を負わせる命令を何といいますか。
1. 版籍奉還 2. 廃藩置県 3. 徴兵令 4. 地租改正

問11 明治政府が鹿鳴館を建てて、そこで舞踏会などを開いたのはどのような目的のためですか。
1. 陸軍や海軍の新しい兵器を外国から
買い入れるため

2. 外国から輸入した新しい機械を組み
立てて動かすため

3. 日本の伝統的な文化を外国の人に体
験してもらうため

4. 日本の近代化が進んでいることを外
国に伝えるため

問12 治安維持法は、どのようなことと同時に、政府によってつくられましたか。

1. 外国との貿易が禁止されること
2. 普通選挙の選挙権があたえられるこ
と

3. 新しい憲法がつくられること 4. すべての工場が国のものになること

問13 明治政府が、これまでの米での納税から、土地の価格の3%を現金で納めるようにした改革を何といいますか。
1. 廃藩置県 2. 文明開化 3. 地租改正 4. 版籍奉還

問14 足尾銅山鉱毒事件は、どのようなことが原因でおこった公害問題ですか。
1. 産業の発達にともなって、銅山から
毒が流れ出たこと

2. 鉄道の建設によって、近くの山林が
切り開かれたこと

3. 外国との貿易が始まり、生糸が不足
したこと

4. 工場が増えたことで、都市の空気が
汚れたこと

問15 足尾銅山の鉱毒事件において、被害をうったえ問題解決のために努力した衆議院議員はだれですか。
1. 板垣退助 2. 伊藤博文 3. 大隈重信 4. 田中正造

問16 明治政府のやり方に不満を持った鹿児島県の士族（武士）たちが、西郷隆盛をリーダーとして起こした、日本で最後となる大きな反乱は何といい
ますか。

1. 西南戦争 2. 自由民権運動 3. 明治維新 4. 廃藩置県

問17 差別に苦しんでいた人々が、差別をなくす運動を進めるために、1922年につくった組織は何ですか。
1. 全国水平社 2. 新婦人協会 3. 日本農民組合 4. 日本労働総同盟

問18 1922年に全国水平社という組織がつくられた目的として、正しいものはどれですか。
1. 働く人々が、労働環境を良くする運
動を進めるため

2. 女性たちが、選挙に参加する権利を
求める運動を進めるため

3. 小作人が、土地のレンタル料を下げ
る運動を進めるため

4. 差別に苦しんでいた人々が、差別を
なくす運動を進めるため
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答え合わせ・解説　No.3

問1 答え 4
日中平和友好条約

1978年に日本と中国の間で結ばれた条約は、日中平和友好条約です。

問2 答え 2
ドイツやイタリアと同盟を結んだ

日中戦争が長引くなかで、日本は1940年にドイツ・イタリアと「日独伊三国同盟（にちど
くいさんごくどうめい）」を結びました。これにより、中国を支援するアメリカなどとの対
立がさらに深まり、のちに太平洋戦争へとつながっていきました。

問3 答え 3
地域の自由民権派の青年

五日市憲法は、政府が作ったものではなく、地域の自由民権派の青年たちが自主的に話し合
ってまとめた憲法案です。

問4 答え 2
立憲改進党

大隈重信は、板垣退助の自由党とは別に、立憲改進党という政党を結成しました。これらの
政党は、それぞれが政府に対して政治の変革を求め、日本が国会を開く準備を進める原動力
となりました。

問5 答え 1
五日市憲法

明治時代、国民の権利を求める自由民権運動が高まる中で、各地で自主的な憲法案が作られ
ました。そのうち、地域の青年たちがまとめたものが五日市憲法です。

問6 答え 2
1978年

日中平和友好条約は、1978年に日本と中国の間で結ばれました。

問7 答え 2
ナンキン事件

日中戦争の際、日本軍が南京を占領したときに、多くの中国人を殺害した事件をナンキン事
件といいます。

問8 答え 4
東海道新幹線や高速道路

高度経済成長の時期には、経済の発展にともなって東海道新幹線や高速道路などが整備され
ました。

問9 答え 4
福沢諭吉

福沢諭吉は、人間の平等などを説いた『学問のすゝめ』を著し、多くの人々に読まれた明治
時代の人物です。

問10 答え 3
徴兵令

1873年に出された、20才になった男子に兵隊になる義務を負わせる命令を徴兵令といいま
す。

問11 答え 4
日本の近代化が進んでいることを外国に伝える
ため

明治政府は、日本の近代化が進んでいることを外国にアピールするために、鹿鳴館で舞踏会
などを開きました。

問12 答え 2
普通選挙の選挙権があたえられること

治安維持法は、普通選挙の選挙権があたえられると同時に、政府が一部の運動を取りしまる
ためにつくられました。

問13 答え 3
地租改正

明治政府が行った、土地の価格をもとに現金で税金を納めさせる改革を地租改正といいま
す。

問14 答え 1
産業の発達にともなって、銅山から毒が流れ出
たこと

足尾銅山鉱毒事件は、産業の発達にともない、足尾銅山から毒が流れ出たことによっておこ
りました。

問15 答え 4
田中正造

足尾銅山の鉱毒事件で、被害を受けた人々を救うために国会などで問題解決をうったえ続け
た衆議院議員は田中正造です。

問16 答え 1
西南戦争

かつて武士だった人たちが、新しい政府の改革に反対して起こした武力による争いです。こ
の戦いに敗れたことで、武力を使って政府に立ち向かう動きは終わりを迎えました。

問17 答え 1
全国水平社

差別に苦しんでいた人々が、差別をなくす運動を進めるために1922年につくった組織は全
国水平社です。

問18 答え 4
差別に苦しんでいた人々が、差別をなくす運動
を進めるため

全国水平社は、差別に苦しんでいた人々が、差別をなくす運動を進めるためにつくられまし
た。


